
１．事業効果の発現状況

　１）地域の体制整備

　２）被害防止効果

　３）捕獲状況

　４）人材育成状況

　５）耕作放棄地等の解消等

　６）その他

２．被害防止計画の目標達成状況

目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

（千円） （千円） （％） （ha） （ha） （％）
1,666頭
1,565頭
2,146頭
2,782頭
3,579頭
3,219頭

5頭
23頭
9頭

236頭
267頭
355頭
634頭
523頭
753頭
12頭
12頭
14頭

5,335頭
5,969頭
6,496頭

注１：被害金額及び被害面積の目標値については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
注２：県が事業実施主体となる鳥獣被害防止県活動支援事業を実施した場合、その事業内容も記載すること。
注３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。
注４：　「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　
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調整

本事業に取り組
んだことにより、
概ね高い捕獲数
を維持すること
ができ、鳥獣に
よる農林作物被
害額の軽減に寄
与した。

26,008 19,969 77 21.54 15.94

アライグマ － － －

計 － － －

タヌキ － － －

アナグマ － － －

130 215 0.06 0.04 100サル － － － 364

1,170 87 1.31 0.90 103シカ － － － 1,586

利用率・
稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見

イノシシ － － － 24,058 18,669 75 20.17 15.00 85

　捕獲対策及び防護柵設置に
よる予防対策を進めたことで、
目標達成率70％を上回ること
ができた。
　しかしながら、近年、防護柵
設置後に近隣の地域から、こ
れまでなかった被害が確認さ
れている。
　今後はさらに対策を強化する
とともに、イノシシ、シカの被害
対策に重点をおいた取組を進
めていきたい。

　防護柵を設置した集落の隣接地
域で被害が確認されていることか
ら、集落のエサを覚えたイノシシが
集落周辺に居着いていると考えら
れる。
　集落環境や農地を防護柵で適正
に囲う予防対策を更に強化すると
ともに、被害を与えている有害鳥
獣のイノシシなどの捕獲に引き続
き取り組んでいただきたい。

大分県農林水産部　広域普及指
導員（鳥獣被害対策担当）　主査
北岡和彦
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別紙５－２（実施要領第１４の１関係）

大分県鳥獣被害防止総合対策捕獲支援事業の評価報告（令和４年度報告）

事業実施主体名：豊後大野市

被害防止計画の目標と実績

被害金額 被害面積

豊後大野市猟友会、大分県農協、大分県農業共済組合、大野郡森林組合、豊後大野市で構成される豊後大野市鳥獣被害対策協議会や、市内29の有害鳥獣捕獲班と協力し、被害防止に向けた取り組みを進めた。

防護柵の設置や捕獲圧の強化により被害防止対策を進めてきたことで、鳥獣による農林作物被害額の軽減に寄与した。

イノシシ猟期外6,000円、シカ猟期外10,000円、猟期内ジビエ無11,000円、猟期内ジビエ有13,000円、サル38,000円、タヌキ・アナグマ・アライグマ2,000円とし、年間を通した捕獲を行ったことで、令和２年度イノシシ1,666頭、シカ2,782頭、サル5頭、小
動物882頭（タヌキ236頭、アナグマ634頭、アライグマ12頭）、令和３年度イノシシ1,565頭、シカ3,579頭、サル23頭、小動物802頭（タヌキ267頭、アナグマ523頭、アライグマ12頭）、令和４年度イノシシ2,146頭、シカ3,219頭、サル9頭、小動物1,122頭
（タヌキ355頭、アナグマ753頭、アライグマ14頭）の捕獲を行った。

初心者狩猟講習会のお知らせを市報掲載や市役所庁舎内に掲示し市民に広く周知するとともに、負担軽減のため講習会受講料を豊後大野市鳥獣被害対策協議会から助成するなど、狩猟者の確保に努めた。

地域で設置を進めているワイヤーメッシュ柵や金網柵によって農地を一体的に囲んだことにより、獣害により耕作をあきらめていた農地でも耕作できるようになった。

令和４年度の捕獲計画数が、イノシシ3,000頭、シカ3,200頭、サル50頭、アナグマ・タヌキ・アライグマの合計1,000頭であるのに対し、捕獲実績が四半期報告ベースでイノシシ4,214頭、シカ3,131頭、サル20頭、小動物1,117頭（タヌキ359頭、アナグマ
739頭、アライグマ19頭）の捕獲を行った。イノシシや小動物は目標捕獲数を大幅に超えることができ、他の獣種に関しても目標捕獲数には届かなかったものの、概ね高い捕獲数を維持することができた。
被害金額では対象鳥獣全体で77％の達成率、被害面積では対象鳥獣全体で86％の達成率となり、達成率70％を上回った。
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